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▼
助
成
対
象
と
な
る
団
体
及
び
活
動

次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
団
体
構
成
員
の
過
半
数
が
広
島
市
民
で
あ
る
。

・
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
別
表
（
参
考
１
）
に
掲
げ
る
活
動

で
広
島
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
い
、
か
つ
、

同
法
第
２
条
（
参
考
２
）
に
該
当
す
る
団
体
（
た
だ
し
法
人

格
の
有
無
を
問
わ
な
い
）
で
あ
る
こ
と
。

※
他
の
財
団
な
ど
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
、
活
動

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
応
募
で
き
ま
す
。

▼
助
成
対
象
期
間

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）
４
月
〜
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

３
月
ま
で
の
１
年
間
に
実
施
さ
れ
る
活
動
と
し
ま
す
。

▼
助
成
部
門

①
団
体
育
成
助
成
部
門

こ
の
部
門
で
は
、
設
立
後
３
年
未
満
の
団
体
を
応
援
し
ま
す
。

▽
助
成
額

１
件
当
た
り
５
万
円
を
限
度
に
、10
件
程
度
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

▽
具
体
的
な
活
動
例

・
研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
実
態
調
査
な
ど
。

▽
選
考
方
法

書
類
選
考
。
た
だ
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
発
展
助
成
部
門

の
公
開
審
査
会
に
出
席
し
、
活
動
内
容
の
発
表
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
助
成
決
定
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
活
動
発
展
助
成
部
門

こ
の
部
門
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
展
開

し
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
を
応
援
し
ま
す
。

▽
助
成
額

１
件
あ
た
り
50
万
円
を
限
度
に
、６
件
程
度
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

▽
具
体
的
な
活
動
例

・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
開
催
。

・
市
民
活
動
団
体
、
企
業
や
行
政
な
ど
と
の
協
働
に
よ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
。

・
公
共
空
間
の
緑
化
、
地
域
環
境
の
ス
ペ
ー
ス
整
備
　
な
ど
。

▽
選
考
方
法

公
開
審
査
。
た
だ
し
、
応
募
件
数
が
20
件
を
超
え
る
場
合

は
、
書
類
審
査
に
よ
り
20
件
を
選
考
し
た
後
、
公
開
審
査

会
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
審
査
し
ま
す
。

▼
助
成
金
の
使
途

活
動
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
対
象
と
し
ま

す
。

▼
そ
の
他

応
募
は
、
１
団
体
当
た
り
ど
ち
ら
か
１
部
門
１
件
と
し
ま
す
。

▼
申
請
書
類
の
配
布：

「
応
募
の
手
引
」
お
よ
び
「
申
請
書
」
は
、

広
島
銀
行
の
本
店
営
業
部
お
よ
び
広
島
市
内
の
支
店
、
ま
ち
づ

く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
、
市
・
区
役
所
、
公
民
館
等
で
４
月
10

日
（
木
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
広
島

銀
行
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
郵
送
料
は

自
己
負
担
）。
広
島
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
（http://w

w
w
.hirogin.co.jp

）。

▼
応
募
方
法：

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
広

島
銀
行
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
提
出

い
た
だ
い
た
申
請
書
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
申
請
書
の
記
載
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
は
お

尋
ね
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切
日：

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）
５
月
23
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
申
請
書
郵
送
先
（「
応
募
の
手
引
・
申
請
書
」
請
求
先
も
同
じ
）

お
よ
び
問
合
わ
せ
先：

〒
７
３
０-

０
０
３
１
　
広
島
市
中
区

紙
屋
町
１
丁
目
３
番
８
号
　
株
式
会
社
広
島
銀
行
金
融
サ
ー
ビ

ス
部
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
推
進
室
内
　
公
益
信
託
広
島

市
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
基
金
宛
　
℡
０
８
２
・
２
４
７
・
５

１
５
１
（
代
表
）

▼
申
請
に
つ
い
て
の
ご
相
談：

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で

は
、
申
請
書
の
記
入
方
法
な
ど
応
募
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
（
事
前
に
、

同
プ
ラ
ザ
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
基
金
担
当
者
に
ご
連
絡
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

く

ら

ぶ

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら
せ

社会情勢の変化や多様化するニーズに的確に対応し、魅力的なまちづくりを進めていくためには、市民
が主体的にまちづくりにかかわっていくことが重要です。また、まちづくりや人との交流を通じて自己実
現を図りたいと考える市民も増えつつあり、市民活動は公益の新たな担い手として期待されています。
しかし、広島市の市民活動は全体的に見ると団体数、パワーとも十分とは言えず、特に活動資金面での
課題が多く、安定的な財政基盤を整備していくことが必要です。
そこで、広島市ひと・まちネットワークでは、社会全体で市民の皆さんのまちづくり活動を支援するた
め、公益信託による基金を設け、助成事業を行うことになりました。

助
成
事
業
の
内
容

[参考1]特定非営利活動促進法別表（要旨）
保健・医療、社会教育、まちづくり、文化・スポーツ、環境保全など、17分野の活動が対象となっています。

[参考2]特定非営利活動促進法第2条(要旨)
営利を目的としない、宗教・政治活動を主たる目的としない、公益を目的とする活動を行う団体。
※詳しくは、内閣府NPO関係ホームページ（http://www5.cao.go.jp/seikatsu/npo/index.html）などをご参照ください。

申
請
の
手
続
き
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・公益信託とは、委託者が財産を一定の公益目的のた
めに信託し、受託者（銀行）がその財産を管理・運
営しながら公益目的の実現を図っていく仕組みです。

・公益信託広島市まちづくり活動支援基金（愛称：
Hm2
ふむふ む

）は、ひと・まちネットワークが委託者となり、
広島市からの補助金約１億266万円を、平成14年度末
に広島銀行に信託してスタートしました。

運営委員会 

Hm2
ふむふむ 

寄
付
の
お
願
い

広
島
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
基
金
は
、

市
民
・
企
業
・
行
政
等
が
力
を
合
わ
せ
て
、

広
島
市
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
え
育
て
て

い
こ
う
と
い
う
基
金
で
す
。
私
た
ち
の
住
む

広
島
の
ま
ち
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め

に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様
か
ら
の
寄
付

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▼
寄
付
額：

金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、

随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、

個
人
千
円
以
上
、
法
人
３
万
円
以
上
を

目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
振
込
先：

広
島
銀
行
広
島
市
役
所
支
店

別
段
預
金
　
No.
３
０
０
０
０
１
７

口
座
名
義
　
公
益
信
託
広
島
市
ま
ち
づ

く
り
活
動
支
援
基
金
寄
付

金
受
入
口

所
定
の
振
込
用
紙
を
ご
使
用
い
た
だ
け

れ
ば
、
手
数
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
た

だ
し
、
広
島
銀
行
の
窓
口
か
ら
の
振
込
に

限
り
ま
す
）。

他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
の
場
合
、

手
数
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
公
益
信
託
へ
の
寄
付
に
対
し
て
の

税
の
減
免
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ひとまち広島
未来づくりファンド
「Hm2

ふ む ふ む

」は…

・豊かでいきいきとした市民社会づ
くりを目指すため、市民の皆さん
の自主的なまちづくり活動に対す
る助成事業を行います。
・まちづくりの専門家などで構成す
る運営委員会が、公開により助成
先の審査・選考を行うとともに、
運営に関する助言なども行い、活
動の支援や拡大を図っていきます。
・市民、企業等
からの寄付な
どを加えて、
広島のまちづ
くりに役立て
ていきます。

基金の愛称「Hm2
ふむふむ

」とは…：【ひと（Hito）まち（Machi）広島（Hiroshima）未来づくり（Miraizukuri）ファン
ド】の略で、頭文字（HMHM）をとって“ふむふむ”と読みます。
‘ひと’と‘まち’をつなぎ、‘広島’の‘未来’を創造するファンドで、みんなが“ふむふむ”と納得できる
まちづくり、地に根付いた（ふむふむ（踏む））活動をイメージしています。
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マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
学
習

①
パ
ソ
コ
ン
楽
集
会

が
く
し
ゅ
う
か
い
（
基
礎
編
）

日
時：

４
月
16
日
、
５
月
７
・
21
日
、
６
月
４
・
18
日
、
７
月
２
日
・

16
日
・
30
日
の
毎
回
水
曜
日
（
全
８
回
）

午
前
10
時
〜
午
後
零
時
半

※
１
歳
６
カ
月
以
上
の
託
児
付
き
（
要
申
込
）

②
パ
ソ
コ
ン
楽
集
会

が
く
し
ゅ
う
か
い
（
応
用
編
）

日
時：

４
月
17
日
、
５
月
８
日
・
22
日
、
６
月
５
日
・
19
日
、
７
月
３

日
・
17
日
・
31
日
の
毎
回
木
曜
日
（
全
８
回
）

〈
午
前
の
部
〉
午
前
10
時
〜
午
後
零
時
半
　

〈
午
後
の
部
〉
午
後
１
時
半
〜
４
時

※
午
前
の
部
の
み
１
歳
６
カ
月
以
上
の
託
児
付
き
（
要
申
込
）

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
楽
集
会

が
く
し
ゅ
う
か
い
（
ワ
ー
ド
活
用
編
）

日
時：

４
月
16
日
、
５
月
７
日
・
21
日
、
６
月
４
日
・
18
日
、
７
月
２

日
・
16
日
・
30
日
の
毎
回
水
曜
日
（
全
８
回
）

午
後
１
時
半
〜
４
時

対
象：

①
②
は
ど
な
た
で
も
。
③
は
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で

き
る
環
境
の
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
購
入
予
定
の
方

講
師：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ひ
ろ
し
ま

場
所：

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
６
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室

受
講
料：

各
８
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員：

各
30
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込：

コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
①
②
は
託
児
希
望
の

有
無
）
を
記
入
し
、
４
月
７
日
（
月
）（
必
着
）
ま
で
に
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
同
プ
ラ
ザ
へ
。

全
国
の
大
学
講
座
番
組
を
広
島
で
見
よ
う
！

エ
ル
・
ネ
ッ
ト
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
が
５
月
か
ら
ま
ち
づ
く
り
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
で
視
聴
で
き
ま
す
。
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
は
、
文
部
科
学
省
が
実
施

す
る
衛
星
利
用
の
教
育
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
は
全
国
の
大
学
講
座
番
組
で
す
。
５
月
８
日
か
ら
７
月
末
ま
で
全
国
27

大
学
の
60
講
義
を
月
・
木
・
金
曜
の
午
前
と
土
曜
の
午
後
、
館
内
放
送
し

ま
す
（
月
曜
は
前
週
火
曜
の
録
画
）。
番
組
内
容
は
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.opencol.gr.jp

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
下
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
講
座
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
に
、
幅
広
い
年

代
の
方
々
へ
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
く
わ
く
未
来
ネ
ッ
ト
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
講
座
に
、
市
民
活
動
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
支
援
を
行

っ
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
講
義
と
な

り
ま
し
た
。
両
講
座
と
も
、
生
涯
学
習
や
市
民
活
動
な
ど
に

関
心
の
あ
る
約
30
名
の
受
講
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
に
生
か
す
べ
く
、
表
現
方

法
や
情
報
発
信
な
ど
の
技
術

を
熱
心
に
学
ば
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
ザ
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
素
朴
な
疑
問
の
解
消
、
何
か
始
め
る
き
っ
か
け
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
月
14
・
15
日
は
生
涯
学
習
編
、
２
月
21
・

22
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
編
の
相
談
会
を
開
き

ま
し
た
。

相
談
員
は
、
生
涯
学
習
編
を
ラ
ー
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ひ
ろ

し
ま
の
学
習
相
談
メ
ン
バ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
を
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
職
員
が
務
め
ま
し
た
。
内
容
は
社
会
人
向
け

大
学
な
ど
大
学
活
用
に
関
す
る
も
の
を
中
心
に
、
生
徒
会

活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
幅
広
い
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
プ
ラ
ザ

で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
会
の
実
施
を
計
画
中
で

す
。

■
生
涯
学
習
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

よ
ろ
ず
相
談
会

生涯学習相談会

ボランティア・市民活動相談会

■
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
学
習

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座

＆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座

プレゼンテーション講座

ホームページ作成講座

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
か
ら
の

お
知
ら
せ
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家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
や
公
共
施
設
に
備
え
付
け
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

端
末
（
設
置
場
所
は
Ｐ
25
を
参
照
）
を
使
っ
て
、
会
議
室
な
ど
の

空
き
状
況
を
調
べ
た
り
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
施
設：

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
　
ほ
か

（
４
月
２
日
（
水
）
か
ら
次
の
施
設
も
）

女
性
教
育
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
（
68
館
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
方
法

①
最
初
に
利
用
者
登
録
を
し
て
お
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
空

き
状
況
確
認
や
予
約
が
で
き
る
施
設
で
配
布
し
て
い
る
登
録
申
請

書
に
記
入
し
て
、
施
設
の
窓
口
へ
提
出
（
本
人
確
認
書
類
の
提
示

が
必
要
）。
申
請
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
出
力
で
き
ま
す
。

②
窓
口
で
登
録
番
号
を
記
入
し
た
「
利
用
者
カ
ー
ド
」
を
受
け
取
り

ま
す
。

③
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
公
衆
端
末
で
空
き
状
況
を
確
認
し
、
利
用
者
カ

ー
ド
の
登
録
番
号
を
入
力
し
て
、
予
約
し
ま
す
。（
予
約
可
能
期
間
、

使
用
制
限
な
ど
各
施
設
の
詳
細
を
「
施
設
の
ご
案
内
」
画
面
で
確

認
の
上
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

④
予
約
後
、
施
設
に
来
館
し
て
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先：

広
島
市
市
民
局
市
民
活
動
推
進
課
（
電
話
５
０
４
・

２
１
１
３
／
フ
ァ
ク
ス
５
０
４
・
２
０
６
６
）

※
施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
各
施
設
へ

■お知らせ
まちづくり市民交流プラザ情報誌
「らしっく」愛読者の皆様へ
らしっくは、平成15年度から年4回季刊発行（次号は6月

末発行予定）となります。より一層充実した内容をお届けい
たしますので、今後ともご愛読いただきますようお願いしま
す。

■早春号のお詫びと訂正
（P.15）人材バンク発表会は2月15日（土

．
）開催の誤りでした。

（P.19）エソール女性のための相談の面接日時は13：00～16：00
（金）の誤りでした。

（P.24）障害児遊び相手「ドリーム」ボランティア募集は終了していま
した。

お詫びして訂正いたします。

■早春号読者プレゼント当選者発表
・だいこくさんバッジ：田島勇さん
（ほか9名の方は当選をもって発表と代えさせていただきます）
・オタフクソースオリジナル湯飲み：平川佳宏さん
（ほか2名の方は当選をもって発表と代えさせていただきます）
おめでとうございました！

■
春
一
番
！
だ
い
こ
く
さ
ん
開
催

ま
ち
づ
く
り
学
校
受
講
生
が
描
い
た
賑
わ
い
づ
く
り

２
月
16
日
中
区
袋

町
公
園
で
、
「
春
一

番
！
だ
い
こ
く
さ
ん

〜
湯
気
の
む
こ
う
に
、

笑
顔
が
集
う
！
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
プ
ラ
ザ
主
催

講
座
「
ま
ち
づ
く
り

学
校
」
の
受
講
生
８

名
が
、
”
ま
ち
の
ど
真

ん
中
に
賑
わ
い
づ
く

り
を
考
え
よ
う
“
を

テ
ー
マ
に
企
画
し
た
も
の
で
、
受
講
生
を
中
心
に
、
公
募

で
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
総
勢
70
名
で
構
成

す
る
だ
い
こ
く
さ
ん
振
興
会
が
主
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
名
は
、
開
催
場
所
と
な
っ
た
袋
町
の
町
名
が
、

七
福
神
の
”
だ
い
こ
く
さ
ん
“
の
袋
に
由
来
し
て
い
る
説
が

あ
る
こ
と
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
当
日
は
、
高
さ
16
メ
ー
ト

ル
の
大
黒
柱
オ
ブ
ジ
ェ
を
立
て
た
り
、
大
黒
レ
ー
ス
、
巾

着
お
で
ん
な
ど
、
大
黒
さ
ん
に
な
ぞ
ら
え
た
ゲ
ー
ム
や
飲

食
ブ
ー
ス
、
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
繰
り
広

げ
ら
れ
、
訪
れ
た
２
千
人
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

企
画
か
ら
協
力
先
と
の
交
渉
、
広
報
活
動
、
備
品
調
達
、

当
日
の
運
営
に
至
る
ま
で
大
奮
闘
し
た
受
講
生
の
皆
さ
ん

で
す
が
、
２
月
27
日
に
は
ま
ち
づ
く
り
学
校
修
了
式
を
行

い
、
活
動
は
ひ
と
ま
ず
終
了
。
し
か
し
、
早
く
も
新
た
な

活
動
を
始
め
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
。
一
回
り
も
二
回
り
も

成
長
し
た
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
、
今
後
の
展
開
に
要
注
目

で
す
。

イベントのシンボル「大黒柱」

当日、会場内のみで通用する
通貨「大黒帳」を発行

大黒ステージでの演奏は、会場の雰囲気を盛り上げました

修了式を終えて

●
各
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
込
み
は
…

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ま
で

〒
７
３
０-

０
０
３
６
広
島
市
中
区
袋
町
６-

36

電
話
　
０
８
２-

５
４
５-

３
９
１
１

フ
ァ
ク
ス
　
０
８
２-

５
４
５-

３
８
３
８

電
子
メ
ー
ル
　m-plaza@hitomachi.city.hiroshima.jp

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
な
ど
の
予
約

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
ま
す
。

●
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
●

ア
ド
レ
ス
はh

ttp
://w
w
w
.yo
yaku

-h
iro
sh
im
a.jp
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2月13日～17日の5日間、まちづくり市民交流プラザギ
ャラリーにて「フォルマーレ展」が開催されました。こ
れは昨年4月に結成された、「新しい広島のARTを育てる
会」が主催した展覧会です。一般アマチュア作家と比治
山大学美術科日本画コース・彫刻コースの学生作家によ
る多様な世代、ARTへの関わり・想いを背景にした、初
めての展覧会でした。新しい広島のARTを育てる会は、
広島の地から新たなる才能が発信される一助になること
を願い、日々活動されています。

市民
創作ギャラリー

平成15年3月31日発行　　　発行者／&広島市ひと・まちネットワーク　広島市まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036 広島市中区袋町6-36

「フォルマーレ」展
―多様な世代の美術―

●県庁 

●ダイエー ● 
市信用 
組合 

そごう 
バスセンター 

● 
 

NHK 
● 
 

全日空 
●ホテル 

アストラムライン本通駅 

平和大通り 

紙屋町東 

紙屋町西 

本通り 

袋町 

午後
10時

まで
 

●開館時間
午前9時半～午後10時

●休館日
火曜日、祝日法に規定する休日（火曜日の場合
は直後の休日でない日）、12月29日～1月3日。
ただし、8月6日は開館

●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用くださ
い。なお、身障者用駐車場のみ2台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）をご
利用ください。

●ホームページ
http://www.hitomachi.city.hiroshima.
jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@hitomachi.city.hiroshima.jp

〒730-0036  広島市中区袋町6番36号
TEL 082（545）3911
FAX 082（545）3838

「幻界」
（日本画242×350㎝）

澤田綾子さん
＜佐伯郡大野町＞

「意志」
（彫刻（石膏）94ｘ45×73㎝）

山田友紀さん
＜広島市東区＞

「未来」
（F50油彩）

藤田晃代さん
＜広島市中区＞

暗い森の中をさまよ
う。鈍い光を放つ草
木の中におぼれる。
これは、私を包む大
きな画面です。

「空海」
（F6油絵）

浜本睦子さん
＜広島市佐伯区＞

「Works」
（F60パステル、アクリル）

坪井真喜さん
＜廿日市市＞

「阿蘇根子岳」
（S100油彩）

中野智允さん
＜広島市南区＞

心の中にある、古い記憶
をたどりながら描きまし
た。どこかにあったはず
の、そしてどこにもない
心象風景です。

「風景」
（日本画F100）

永岡紘実さん
＜広島市南区＞

大地のような豊かさを人体に
感じて、両腕でかかえるよう
にしてその量感＝塊を表しま
した。

※上下2点で一つの作品です。
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